
 
 夏季休業期間中の末端の「持ち帰り」への対応について(概要) 
  具体的な対応（取組内容）について 
小

学

校 

○Google Classroomや Google Meetで、朝の会を開催～子どもたちの健康チェ 

ックや連絡等を実施 

○ジャストスマイルを活用して学習を実施 

○Google Formsで、タブレットの接続状況についてのアンケートを実施 

 

中

学

校 

○Google Classroomや Google Meetで、朝の会・ＳＨＲを開催～子どもたちの

健康チェックや連絡等を実施 

○e-ライブラリーを活用しての学習～教科の課題についてのレポート作成や作

品づくりの実施 

○学習に係る資料の配布 

○お知らせや情報を発信 

○課題の進捗状況や困っていることなどについてアンケートを実施 

【気づいたことや改善事項等】 
□直接顔を見て会話ができるのは、長期の休校等の安否確認や授業等に効果が期待で

きる。 
□学校内外での活用に慣れていくことで、よりスムーズに活用が進んでいくものと思 

う。 
□簡単な操作等の質問であれば電話対応できたが、難しいこととなると対応に苦慮す

ると思う。 
□簡単なトラブルに家庭で対処できるようにしておく必要がある。 
□タブレットやタッチペンに関する不具合が出て、対応が大変だった。 

 夏季休業期間中に町内小・中学校で、タブレットを活用した取組を実施していただき

ました。現時点でのＩＣＴ機器の環境を把握するとともに、子どもたちが身に付けてい

る活用力を知ることができました。 
 ２学期以降、日常的に学校や家庭で活用し、活用方法を身に付け、活用力を高める取

り組みを進めていく必要があります。また、よりスムーズに活用できるＩＣＴ機器の環

境整備に努めていきます。 
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Google Meet等で朝の会・ＳＨＲを開催し、健康の

確認や連絡等を行いました。 
 


